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波長変換器/高速可変波長光源の開発

偏光無依存波長変換器の開発
 入力信号の偏光無依存化対応（偏波ダイバーシティ）
 全C-band動作、No spectral inversion(2段構成)

性能
 FOE2014で、小型デモ機での動体展示を実施

実験条件、結果

• 43Gbit/s(NRZ)
• PRBS : 231 – 1
• In/Output : 1550.116nm
• PM-HNLF1 launch power :

+22dBm
• PM-HNLF2 launch power :

+19dBm
• カウンターディザ使用時の
パワーペナルティは
0.6dB（ BER=10-9）

• カウンターディザの効果を確認

Syntune
S3500

高速可変波長光源制御回路の開発
 Syntune*社製波長可変レーザの高速高速波長可変
（*Syntune → Ignis → 現Finisar）

レーザの複数の電極に印加する電流値の組合せで
ある特定の波長でレーザーが発振する。

 構成
偏波ダイバーシティの2段構成
Pump光はPhase-moduratorより位相変調を行い、
それぞれのPump間は逆相で駆動

 構成
高速電流制御回路、高速演算デジタル回路
外部PCにより制御

性能
 ms以下の高速応答を実現
 更なる高速化を目指し開発中
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１．従来技術と新技術の比較

外部変調器を用いたtwo-tone信号を発生する新技術により、two-tone発生器を測定器に組込み、大幅

な小型化、低コスト化が実現可能なtwo-tone発生装置を開発し、光受信器の周波数特性測定システムとして

の精度向上、低コスト化を図った。

２．装置構成

two-tone発生器は、高消光比変調器、制御回路などで構成し、高消光比変調器を特殊なバイアス状態で

駆動・制御することで、two-toneを発生する。また、このtwo-tone信号間隔をスイープすることで、DUTであ

る受光素子、光受信器の周波数特性の測定を可能とする。

３．性能

周波数範囲は20 GHzであり、10 Gb/sの受信器の性能評価が可能である。装置サイズは、19 inchラック

サイズ（３U）である。 現在、更なる周波数範囲の拡大に向け開発中である。

項目 代表特性 単位 

周波数範囲 0.2 ～ 20 GHz 

出力光パワー - 10 dBm 

精度 < ±1.0 dB 
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外部変調器を用いた光受信器向け
検査技術の開発
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